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技 術 概 要 
 

技術名称 セパレス⼯法 担当部署  

NETIS登録番号 QS-140017-A 担当者 高吉純一 

社名等 有限会社フォーム産業 電話番号 099-263-0770 

技術の概要 ①何について何をする技術なのか⼯法 
・コンクリート躯体⼯事における型枠⼯ 
②従来はどのような技術で対応していたのか? 
・⽊製(合板)型枠 
③公共⼯事のどこに適⽤できるのか? 
・大型のコンクリート躯体工事における型枠工 

 
④⾜場ブラケット ⾜場ブラケット 500×1,500×50 

番号 名称 品名 形状寸法 

① 大型異型剛性型枠 セパレス型枠 125×65×6×8×5,500×2 

② 型枠締付金具 シーボルト φ32×450 

③ 型枠調整金具 ジャッキボルト φ28×450 

④ 鋼製型枠 メタルフォーム 300×1,500×55 

⑤ 足場ブラケット 足場ブラケット 500×1,500×50  
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技術名称 磁気ストリーム法による完全非破壊でのコンクリート構造物の内部鋼材破断検査手法 

NETIS 登録番号 KT-190094-A 会社名 コニカミノルタ株式会社 

担当部署 BIC Japan 担当者 森田 博 

連絡先等 https://bic.konicaminolta.jp/hihakai/ 

TEL：080-6861-5849 （E-mail）hihakai@gcp.konicaminolta.com    

１． 本ソリューション概要： 

SenrigaN は、磁気センシングと IoT によってコンクリート内部の鋼材の破断を検知するソリューション。 

鋼材の太さによって「磁気ストリーム法」「漏洩磁束法」の２つの計測手法を使い分け、特徴は、誰でも扱え

る利便性と、クラウド上にある独自の分析システムで 内部鋼材の破断箇所をリアルタイムで検出する事を

可能とする。 

 

２． 技術開発の背景及び契機 

道路橋や鉄道橋に用いるプレストレストコンクリート橋（以降，PC 橋と記述）は，塩害等でコンクリート内のＰ

Ｃ鋼材が腐食，破断して耐荷性能が低下することがあるため，PC 鋼材の腐食，破断状況を検知することが

不可欠と考えられる。コンクリート内の鋼材は，斫りださないと状況確認が困難であり，これらを検知できる

非破壊検査技術が必要と考え、技術開発を実現 

   また、開発においては、現場作業の負荷を考え、誰でも、かつ二人で計測できる事を要件として、 

   その場で計測して、すぐ結果がわかる利便性にも着目して実装している。 

 

３． 技術の内容 

磁石ユニットと磁気センサーを埋め込んだ計測機器を利用する事で、 コンクリート橋梁の外側から内部

鋼材に流した磁力変化を捉える新技術「磁気ストリーム法」と「漏洩磁束法」の２つの手法を鋼材の太さによ

って使い分ける。磁気ストリーム法は、コンクリートの外側から内部鋼材に対して特殊な磁石をあてがい、1

方向から磁場をかける事で、破断による磁場の急減衰現象を捉える方式です。ポステン桁のような太い鋼

材の検査に適しています。漏洩磁束法とは、特殊な磁石を用いてコンクリート内部の鋼材を磁化させ、破断

による磁場の変化を捉える方式です。プレテン桁のような細い鋼材の検査に適しています。 

 

４．技術の適用範囲 

   ・対象：コンクリート構造物の内部鋼材（PC 鋼材、スターラップ、鉄筋など） 

   ・計測したい鋼材までのかぶりは約 20cm まで可能。（ただし、鋼材の太さによる。） 

 

５． 活動実績 

・某鉄道会社様 新幹線橋りょうにて数件の実績。 

・自治体保有の橋梁においても、数件の実績。 

・電柱などのコンクリートポールでの利用実績。 

・ミャンマー、ベトナムでの実証実験実績。 
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６．写真・図・表 

１． SenrigaN ソリューション概要 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．２つの計測手法 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３．斫りによる性能答え合わせ 
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技術名称 TFバリア（構造物設置型落石防護柵） 担当部署 九州支店

NETIS登録番号 KT-180002-A 担当者 増山　浩一

社名等 東亜グラウト工業　株式会社 電話番号 092-402-0587

技術の概要

技 術 概 要　

○概要
　　本技術は既設・新設構造物上に設置する落石防護柵工であり、柵高は2.0m、2.5m、3.0m
　の3種類、最大吸収可能エネルギーは200kjである。構造物の機能回復を目的とした設置に
　おいても、擁壁を取り壊しを必要とせず、設置が容易であり、且つ、構造物への補強効果も
　見込まれる。TFバリアは既存構造物、新設構造物を問わず設置可能で、道路交通の障害と
　なる足場工も最小となることから早期に対応可能である。

○特徴
　1）既存の落石防護柵を撤去せずにTFバリアを設置可能
　2）既設の擁壁上に設置することで、擁壁に対して補強効果があり、アセット対策としても寄与
　　できる。
　3）落石捕捉時のネットの伸びが小さく、擁壁上に設置する構造から、伐採や用地買収が不要
　 　である。
　4）電線やNTT等の架線がある場合にも移設無しに小型ユニックで設置可能

○適用範囲
　1）落石捕捉時のネットの伸びが2.5mなので、道路建築限界までの離隔がそれ以上あれば
　　可能
　2）既存防護柵がある場合にも、既存防護柵前面から擁壁天端前面まで40cm程度あれば
　　撤去せずともそのまま設置可能
　3)道路が狭い場合も小規模の足場で施工可能

○施工方法
　1）準備工：現地踏査及び施工個所の確認、資材運搬ルート確認、設計照査（必要に応じ
　 　アンカー試験を実施）、起工測量、作業工程の確認等を行う。
　2）仮設工：仮設足場組立を実施（交通状況により足場設置が困難な場合は高所作業車
   　使用）
　3）ｱﾝｶｰ工：軽量ボーリングマシン等で上下部支柱基礎反力体、サイドアンカー工の削孔、
　　　挿入、グラウト工を実施する。
　4）基礎工：支柱基礎背面の凹凸が大きい場合（岩盤等）にはｺﾝｸﾘｰﾄ基礎を打設する。
　　　ブロック積や滑面の切土の場合は目地材で対応する。
　5）防護柵：支柱を建て込みアンカープレート、ゴム緩衝材を設置。ワイヤーロープを配置
　　し端部をワイヤクリップで固定する。ネットを小型ユニックで設置後、ヘリックススプリング
　　で接続する。

○実物大実験概要
　　落石エネルギーの目標値を200ｋJとして開発するため、902kgの重錘を22.5ｍから振り子
　式にて衝突させ、中間スパン、端末スパンのそれぞれで捕捉し安全性を確認した。
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